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１．ジョージア工科大学での研究活動	

	

微生物を用いて海の中の環境に悪い物質を除去しようという研究をしていました。	

私たちがテーマにしたのはヨウ素という元素でご周知の通り、放射線ヨウ素が海洋に流されたりなど現在深刻

な海の汚染を引き起こしてる物質の一つでもあります。	

微生物とヨウ素かどう関係するかといいますと、私たち人間が酸素を使うように、微生物（大昔酸素の少ない

環境下で育った）はヨウ素を用いて呼吸をしています。	

その原理を用いて微生物に環境に悪い物質を違う物質に呼吸を通して変えてもらおうという内容でした。	

正確にいうと今回はその中でもどのタンパク質が環境に悪い物質（ヨウ素の化合物）と反応しているのかが特

定されていなかったのでそのキーポイントとなるタンパク質を特定するものでした。	

	

展望としましてはヨウ素のタンパク質が特定されることでタンパク質を発現する遺伝子がわかります。	

そうすると今現在大きなエネルギーをかけて除去している海洋汚染の物質を微生物（人工的に反応に関わる遺

伝子を多くさせた）を用いてクリーンに海洋汚染を解決することが考えられます。	

	

２．研究活動における日米の違い	

	

① 研究の方法	

アメリカは一人の人が複数のプロジェクトに関わっていることが多かったです。	

日本は一人で一つのものを完成させるというイメージが多いですが、アメリカの研究者は複数のプロジェ

クトに関わり、お互いのバックグラウンドを活かしてプロジェクトを勧めていると感じました。	

その文化はもともと違う背景をもつ人種の集まりということからみんな自分の背景をどう活かしてプロ

ジェクトを違う背景の人と行うのかに慣れているなと思いました。	

	

② キャリアの考え方	

キャリアでいうとアメリカは個人的要素が強いと思いました。よく言えば実力が有れば年齢関係なく上に

いけるという印象です。日本の研究室はみんなで手を取り合って取り残さないようにしていく。アメリカ

は面白い突き抜けた子がいたらどんどん進んでいく、そのようなイメージがあります。	

またキャリアも一つの研究室に長くいるというわけではなく、日本と比べて研究者の流動性も激しいと考

えました。理由としてはアメリカの人件費の出し方が関係していると思います。日本はシステム的にポス

トが開けば移る、年功序列的なものを感じますが、アメリカは新しい人が来てプロジェクトが回りその人

が外部からとってきたお金が大学にも一定数入る（これは lab の先生から聞きました）ので大学側も積極

的にポスト関係なくいい人を入れたいという意識があります。それもあってアメリカのキャリアは自分が

一番成長できて向こうにも win がある場所を常に求めて最高の環境をアップデートしていくという生き方

の方が多いと感じました。	

	



③ 学生の自覚	

研究に関していうと、のんびりしている人が多いと個人的に印象を受けました。	

理由としては日本では卒論という一年で成果を出さないといけないミッションがあり、皆さん期限付きで

追い込みますが、アメリカの場合一年生から研究を始めてる人もおり、また日本と違い phd のプログラム

も 4年間、5 年間、本当に人それぞれで決まった成果を出さないといけない deadline がないことが理由と

して考えられます。	

	

④ 日本のいいところ	

日本のいいところは研究室あたりの質感が揃っていること、丁寧なこと、決まった年度で卒業ができるこ

の 3点です。	

アメリカは日本のようにポストや四年生から研究室等の仕組みがないため、人がいるところは沢山いる、

いないところは本当にいない、また教授も日本に比べると放任主義の人が多いイメージでした。	

日本はなんとしてでも卒論をだす、修論をだす、そのゴールがあるので教授も 2年間で育てよう最低限の

論文を書かせようという意識が強いですが、アメリカは何年でも入れるのでそこは最後に手厚くサポート

が日本のように受けられるというわけではなさそうです。	

また研究の手法で言うと文化の差なのかもしれないですが割と日本人はきっちり細かくやると思いまし

た。	

	

３．米国の文化・生活面での発見・苦労等	

	

① 初めてわかったこと	

たくさんありますがやはり印象に残っているのはフットボールゲームです。スクールに対する愛着心がす

ごく深いと思いました。理由を考えたところ、日本は何か学校、コミュニティ、に強く帰属意識を持たず

とも、同じ言語を話す「日本人」というところに自然に帰属意識があるのかなと思います。	

それに比べてアメリカは移民の国で「国」「文化」で一括りにできないものです。そうやって国に絶対的

な帰属意識、仲間意識をもつことが困難だからこそ、「学校」というコミュニティに帰属意識が向くのか

なと考えました。	

	

② 嫌だったこと	

特にありません。日本と違うところだらけですがそれもまた自分を成長させてくれる機会だと思って

いたので楽しかったです。	

	

③ 困ったこと	

英語での自己表現。英語でのコミュニケーションに慣れていないからこそ自分のパーソナリティを完

全に伝えることができずに何回も悔しい思いをしました。	

しかし後半になって気づいたことは結局うまく話せるかではなく何を話すかだと思いました。	

当たり前ですがペラペラでも内容がなかったら相手の人は面白くないと感じます。逆にアメリカの人

は意見を重要視するからこそ拙くても言いたいことがあるのだなと思うとちゃんと聞いてくれます。	

あとはアトランタに限ることかもしれませんが車社会だったので一人でどこか遠くに行くときに交



通手段があまりなかったことです。	

	

④ 好きだったこと	

言えばわかってくれる文化	

日本は察してほしいという空気を読む文化がありますが私は苦手でした。空気を読んでと 1時間待つ

なら5分で思っていることを伝えてほしいという考えだったので意見をズバズバ言ってもやりやすか

ったことは好きでした。相手も無理なことは無理と言いできることはできると言ってくれます。	

	

最後の領事館での対話	

最後アメリカの日本領事館の領事さんと大塚製薬の CEO の方とずっと 3 人で話す機会がありました。	

そこで日本のアメリカの違いを漫画やアート、スポーツから見る話やアメリカの市場の話ができてと

ても有意義でした。	

私は研究にも市場にも、文化にも興味があるので研究だけでなくそのバランスを取る機会としてとて

もいい体験をさせていただきました、	

	

４．本プログラムに参加の成果・意義	

	

今回のプログラムを経て 1番大きかったことは自分の研究への熱意を取り戻せたところです。	

私は高校生の時から研究をしていて研究室で大学を選ぶくらい研究が好きでした。	

しかし、大学に入り四年生からと言うこともあり実は行く前の春はもう起業しようか（実はアメリカに行

けなかった去年、なぜ自分は一年生から研究ができないのだと社会に対して怒りそのエネルギーを祈りに

して1人でも多くの研究したい学生と日本で人が欲しいlabを繋げるといったらコミュニティを東北大学

の方大阪大学の方と立ち上げていました。一時期は自分が研究者になるよりかは 100 人研究者の卵を産ん

だ方が社会的に私が生まれた価値があるのではと思いその分野で生きようと思っていました。）と考えた

ほど研究をへの熱意が冷めていました。	

アメリカに来て三日目くらいに既に論文を読むだけでも本当に楽しくて一人でホテルで嬉し涙を流して

いたのを今でも覚えています。その時にすぐに小川さんに AIRIP のことを伺い、絶対に春にもう一回研究

がしたいと思いました。人工臓器というテーマにたまたま出会い今日は日本の京都大学の先生のところで

バイトができないかお願いをしてきました。そのくらい自分が「これだ！」と思える分野に出会えたのも

中谷財団のおかげです。	

このプログラムで学んだことは沢山ありますが 1 番大きなものは「chance は自分で創る」ということで

す。行った lab で大変なことも沢山ありましたがそれをネガティブに捉えて終わるか、この環境だからこ

そ自分ができることが他にあると捉えるのかは本当に本人次第だと思います。	

同じ体験でも同じホテルでも同じ旅行費でもいかにその体験から何を学んで次にどうしたいか自分の中

で落とし込めたらそれはその人にしか体験できない留学となると感じしました、	

	

逆境でも今自分がここにいる意味は何かあるのだろうと思いそこから得られるメッセージに感覚を研ぎ

澄ませながら自分で道をつくっていくこと、	

	



これができると自信がついたことがいって得られたことです。	

	 	 	

５．その他	

	

1 ヶ月という期間でしたが本当に行く前は起業、就職しようと思った人間が本当に研究の熱を思い出して

研究者の道を進みたい、博士を取りたいと思うほどインパクトのあるプログラムでした。	

1 ヶ月という限られた時間ですが考え方、行動の仕方、そこから何を学ぼうとするかでいくらでも人生の

転機となる 1ヶ月にもできると思いました。研究だけでなく、価値観、仲間、新たな繋がり、次の人生の

ステップに繋がるきっかけがつくれることが本当のこのプログラムの価値だと思います。	

私はこの 1 ヶ月で研究の熱意を取り戻し、好きな研究分野がわかり、次につながる仲間が増え、この後の

人生で大切にしたい考えや価値観が増えました。	

一年生のあの時、勇気を出して応募して本当に良かったです。	

	

私たちがアメリカに行ったその背後ではビザの手続き、大学との交渉、選考、本当に色んな人が関わって

くださっていて改めてこのプログラムの関係者の皆様に深くお礼を申し上げたいと思います。	

	


